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(54)【発明の名称】 液晶表示装置の駆動方法

(57)【要約】
【課題】  画像の色彩のむらを防いで画像表示の品質を
高める液晶表示装置の駆動方法を提供する。
【解決手段】  液晶表示装置は複数桁のマトリクス状配
列の画素を有する液晶表示パネルと、複数の出力端で複
数の電圧レベルを出力する電圧発生手段とを含み、該電
圧発生手段の各出力端は複数の駆動素子に接続し、該駆
動素子はボルテージ・フォロワとスイッチング素子を具
え、該スイッチング素子は一端が該ボルテージ・フォロ
ワの入力端か、又は出力端に接続し、他端は該駆動素子
の出力端に接続し、該電圧発生手段の同一出力端に接続
する複数の駆動素子のボルテージ・フォロワの出力端が
同一の導線に接続される。その方法は該駆動素子の出力
電圧が電圧発生手段と該駆動素子に接続する出力端の電
圧レベルとに向かって駆動されるステップと、該スイッ
チング素子の一端が該ボルテージ・フォロワの入力端に
接続され、該駆動素子の出力電圧が該電圧発生手段の同
一出力端に接続する駆動素子の出力端平均レベルに向か
って駆動されるステップとを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶表示パネルと、電圧発生手段とを含
んでなる液晶表示装置の駆動方法であって、
該液晶表示パネルは、マトリクス状に配列された複数桁
の画素を表示する液晶表示パネルであって、
該電圧発生手段は、複数の電圧レベルを出力する複数の
出力端を含んでなり、該電圧発生手段のそれぞれの出力
端は複数の駆動素子に接続し、かつ、該複数の駆動素子
は、それぞれボルテージ・フォロワと、及びスイッチン
グ素子を具え、該スイッチング素子の一端が該ボルテー
ジ・フォロワの入力端か、もしくは出力端に選択的に接
続すると共に、該スイッチング素子の他端が該駆動素子
の出力端に接続し、かつ該電圧発生手段の同一出力端に
接続する複数の駆動素子のボルテージ・フォロワの出力
端が同一の導線に接続され、
該液晶表示装置の駆動方法は、該駆動素子の出力電圧が
電圧発生手段と、該駆動素子に接続する出力端の電圧レ
ベルとに向かって駆動されるステップと、
該スイッチング素子の一端が該ボルテージ・フォロワの
入力端に接続され、該駆動素子の出力電圧が該電圧発生
手段の同一出力端に接続する複数の駆動素子の出力端の
平均レベルに向かって駆動されるステップとを含むこと
を特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２】  前記ボルテージ・フォロワは、別途演算
増幅器を含むことを特徴とする請求項1記載の液晶表示
装置の駆動方法。
【請求項３】  前記ボルテージ・フォロワは、別途演算
相互コンダクタンス増幅器を含むことを特徴とする請求
項1記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４】  前記スイッチング素子の一端が、先に該
ボルテージ・フォロワの出力端に接続し、次いで、該ボ
ルテージ・フォロワの入力端に接続することを特徴とす
る請求項1記載の方液晶表示装置の駆動方法。
【請求項５】  前記電圧発生手段の同一出力端に接続す
る複数の駆動素子によって、該液晶表示パネル上の同一
桁における同一目的レベルを有するそれぞれの画素を駆
動することを特徴とする請求項1記載の液晶表示装置の
駆動方法。
【請求項６】  前記電圧発生手段の出力端の電圧レベル
が分圧回路によって発生することを特徴とする請求項1
記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項７】  液晶表示パネルと、電圧発生手段とを含
んでなる液晶表示装置の駆動方法であって、
該液晶表示パネルは、マトリックス状に配列された複数
行の画素を表示する液晶表示パネルであって、
該電圧発生手段は、複数の電圧レベルを出力する複数の
出力端を含んでなり、該電圧発生手段のそれぞれの出力
端は複数の駆動素子に接続し、かつそれぞれの駆動素子
は、演算増幅器とスイッチング素子とを具え、該スイッ
チング素子の一端が該演算増幅器の入力端か、もしくは*
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*出力端に選択的に接続するとともに、該スイッチング素
子の他端が該駆動素子の出力端に接続され、
該駆動方法は、該スイッチング素子の一端が該演算増幅
器の出力端に接続し、該駆動素子の出力電圧が該電圧発
生手段と、及び該駆動素子に接続する出力端の電圧レベ
ルに向かって駆動されるステップと、該スイッチング素
子の一端が該演算増幅器の入力端に接続し、該駆動素子
の出力電圧が、更に該駆動素子に接続する該電圧発生手
段の出力端の電圧レベルに向かって駆動されるステップ
とを含むことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項８】  前記スイッチング素子の一端が先に該演
算増幅器の出力端に接続し、次いで、該演算増幅器の入
力端に接続されることを特徴とする請求項７記載の液晶
表示装置の駆動方法。
【請求項９】  前記電圧発生手段の出力端の電圧レベル
が分圧回路によって発生することを特徴とする請求項７
記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１０】  液晶表示パネルと電圧発生手段とを含
んでなる液晶表示装置の駆動方法であって、
該液晶表示パネルは、マトリックス状に配列された複数
桁の画素を表示する液晶表示パネルであって、
該電圧発生手段は、複数の電圧レベルを出力する複数の
出力端を含んでなり、該電圧発生手段のそれぞれの出力
端は複数の駆動素子に接続し、かつそれぞれの駆動素子
は演算相互コンダクタンス増幅器と、及びスイッチング
素子とを具え、該スイッチング素子の一端は該演算相互
コンダクタンス増幅器の入力端か、もしくは出力端に選
択的に接続するとともに、該スイッチング素子の他端が
該駆動素子の出力端に接続し、
該駆動方法は、該スイッチング素子の一端が該演算相互
コンダクタンス増幅器の出力端に接続して、該駆動素子
の出力電圧が該電圧発生手段と該駆動素子に接続する出
力端の電圧レベルに向かって駆動されるステップと、
該スイッチング素子の一端が該演算相互コンダクタンス
増幅器の入力端に接続し、該駆動素子の出力電圧が、更
に該電圧発生手段の該駆動素子に接続する出力端の電圧
レベルに向かって駆動されるステップとを含むことを特
徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１１】  前記スイッチング装置の一端が、先に
該演算相互コンダクタンス増幅器の出力端に接続し、次
いで該演算相互コンダクタンス増幅器の入力端に接続さ
れることを特徴とする請求項１０記載の液晶表示装置の
駆動方法。
【請求項１２】  前記電圧発生手段の出力端の電圧レベ
ルが分圧回路によって発生することを特徴とする請求項
１０記載の液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、液晶表示装置の
駆動方法に関し、特に液晶表示装置における画素の同一
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桁に配列される画素が同一目的レベルを有し、かつそれ
ぞれの画素が一致した階調で表示される方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置は、外形が薄く、消費電気
量が少なく、かつ放射線の輻射による汚染がないなどの
特性を具えるため、例えばノートブックタイプのコンピ
ュータ、パーソナル・ディジタル・アシスト（PDA）な
どのモバイルタイプの電子製品に広く応用され、さらに
ディスクトップタイプのコンピュータにおける従来のブ
ラウン管によるモニターＣＲＴに取って代わろうしてい
る。
【０００３】液晶分子は異なる配列において、光線に対
し、異なる偏光、もしくは屈折効果を有する。よって、
異なる配列状態にした液晶分子によって光線の透過量を
制御し、さらに異なる強度の光線を出力する。即ち、液
晶表示装置は、かかる液晶分子の特性を利用して、異な
る階調強度の赤、青、緑色光線を発生させ、豊富な映像
を表示する。
【０００４】図１に従来の薄膜トランジスタ（TFT）液
晶表示装置を開示する。図示によれば、従来の薄膜トラ
ンジスタ液晶表示装置１０は、液晶表示パネル１２と、
制御回路１４と、第１駆動回路１６と、第２駆動回路１
８と、第１電圧発生手段２０と、第２電圧発生手段２２
とを含んでなる。
【０００５】該液晶表示パネル１２は２枚の基板によっ
て構成され、該２枚の基板の間に液晶材料を充填する。
該２枚の基板の内の一には複数の第１導線（data lin
e）２４と、該第１導線２４に対して垂直に設けられる
複数の第２導線（gate line）２６と、複数の薄膜トラ
ンジスタとを設ける。また、他の基板には、第１電圧発
生手段２０を介して固定電圧（Ｖcom）を提供するコモ
ン電極を設ける。
【０００６】図１においては、説明の便宜を図るために
薄膜トランジスタ２８は一つのみ開示する。但し、実際
には、液晶表示パネル１２のそれぞれの第１導線２４
と、第２導線２６とが交錯する個所には、いずれも薄膜
トランジスタ２８を設ける。よって、薄膜トランジスタ
２８はマトリクスの形態で液晶表示パネル１２上に分布
する。即ち、第１導線２４は薄膜トランジスタ液晶表示
装置１０のそれぞれの桁（column）に対応し、第２導線
２６は薄膜トランジスタ液晶表示装置１０のそれぞれの
行（row）に対応する。さらに、該薄膜トランジスタ２
８は、それぞれ画素に対応する。また、液晶表示パネル
１２の２枚の基板に構成される回路の特性は、等価キャ
パシタンス３０とみなすことができる。
【０００７】従来の薄膜トランジスタ液晶表示装置１０
が駆動する原理を以下に説明する。即ち、制御回路１４
が水平同期信号３２と、垂直同期信号３４とを受信する
と、制御回路１４は対応する制御信を第１駆動回路１６
と、第２駆動回路１８とにそれぞれ出力し、第１駆動回
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路１６と、第２駆動回路１８は該制御信号に基づき、異
なる第１導線２４例えばＤＬ３、及び第２導線２6例え
ばＧＬ３に対して入力信号を発生させ、これによって薄
膜トランジスタ２８の通電と、及び等価キャパシタンス
３０の両端の電位差を制御し、さらに液晶分子の配列
と、対応する光線の透過量を変更する。例えば、第２駆
動回路１８はパルスを第２導線２６に出力し、薄膜トラ
ンジスタ２８を通電状態にする。よって、第１駆動回路
１６が第１導線２４に出力する信号は、薄膜トランジス
タ２８を介して等価キャパシタンス３０に入力される。
このため、相対する画素の階調状態を調整することがで
きる。
【０００８】また、第１駆動回路１６が第１導線２４に
出力する信号の強弱は、第２電圧発生手段２２によって
発生する。該第２電圧発生手段２２は、異なる電圧レベ
ルＶ０～Ｖｎを発生させて薄膜トランジスタ２８を駆動
する複数の分圧回路（図示しない）を含み、該異なる電
圧レベルは、異なる階調の度合いに対応する。
【０００９】図２は、図１に開示する薄膜トランジスタ
液晶表示装置１０の駆動に係る説明図である。第２電圧
発生手段２２は、別途第２電圧発生手段２２から発生し
た異なる電圧レベルＶ０～Ｖｎに基づいて対応するそれ
ぞれの薄膜トランジスタ２８を駆動するための複数の演
算増幅器回路３７を含む。該演算増幅器回路３７は、複
数の演算増幅器４４、４５、４６、４７、４８、４９を
含む。また、それぞれの複数の演算増幅器４４、４５、
４６、４７、４８、４９は、それぞれ電圧カップリング
手段を形成する。制御回路が水平同期信号３２と、垂直
同期信号３４とを受信し、かつ相対する制御信号を発生
し、第１駆動回路１６及び第２駆動回路１８に出力した
場合、第2駆動回路１８にパルスが発生し第2導線２６内
のＧＬ６上の同一行の全ての薄膜トランジスタが通電状
態となる。即ち、薄膜トランジスタ３８、３９、４０、
４１、４２、４３は、全て通電状態となり、第１駆動回
路１６は表示データ３６に基づき、第１導線２４内のＤ
Ｌ３、ＤＬ４，ＤＬ５，ＤＬ６、ＤＬ７，ＤＬ８が電圧
Ｖ１で駆動する必要のあることを検知する。よって演算
増幅器回路３７を介して薄膜トランジスタ３８、３９、
４０、４１、４２、４３を駆動し必要とする目的レベル
Ｖ１に至らせる。
【００１０】但し、演算増幅器４４、４５、４６、４
７、４８、４９は、出力電圧に対して発生する誤差（オ
フセット）の影響がそれぞれ等しくなく、このためキャ
パシタンス５０、５１、５２、５３、５４、５５の両端
の電位差が一致しなくなる。第１導線２４のDL3、DL4、
DL5、DL6、DL7、DL8に対応する画素は、表示データ３６
に基づき液晶表示パネル１２において同等の階調で表示
しなければならない。但し、上述のとおり演算増幅器４
４、４５、４６、４７、４８、４９の出力電圧に対して
発生する誤差によって、それぞれの画素の表示画面にお
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5
ける階調が不均等になる。このため画面の表示品質に影
響を与えることになる。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】この発明は液晶表示装
置の同一桁の画素が同様の目的レベルを有し、かつそれ
ぞれの画素の階調が一致して画面に画像を表示して、色
彩のむらの発生を防ぎ、画像表示の品質を高めることの
できる液晶表示装置の駆動方法を提供することを課題と
する。
【００１２】
【課題を解決するための手段】そこで、本発明者は従来
の技術に見られる欠点か鑑み鋭意研究を重ねた結果、マ
トリクス状に配列された複数桁の画素を表示する液晶表
示パネルと、複数の電圧レベルを出力する複数の出力端
を含んでなる電圧発生手段とを含んでなり、該電圧発生
手段のそれぞれの出力端は複数の駆動素子に接続し、か
つ該複数の駆動素子は、それぞれのボルテージ・フォロ
ワと、及びスイッチング素子を具え、該スイッチング素
子の一端が該ボルテージ・フォロワの入力端か、もしく
は出力端に選択的に接続するとともに、該スイッチング
素子の他端が該駆動素子の出力端に接続し、かつ該電圧
発生手段の同一出力端に接続する複数の駆動素子のボル
テージ・フォロワの出力端が同一の導線に接続される液
晶パネルの構造と、該駆動素子の出力電圧が電圧発生手
段と、該駆動素子に接続する出力端の電圧レベルとに向
かって駆動されるステップと、該スイッチング素子の一
端が該ボルテージ・フォロワの入力端に接続され、該駆
動素子の出力電圧が該電圧発生手段の同一出力端に接続
する複数の駆動素子の出力端の平均レベルに向かって駆
動されるステップとを含む液晶表示装置の駆動方法とに
よって、課題を解決できる点に着眼し、かかる知見に基
づいて本発明を完成させた。
【００１３】即ち、スイッチング素子によってボルテー
ジ・フォロワの出力端を接続し、分圧回路によって発生
する目的レベルで、液晶表示パネル上の同一桁において
同一目的レベルを有するそれぞれの画素を駆動すること
により、液晶表示パネル上の同一桁において、あらかじ
め同一の目的レベルで駆動するように設定されたそれぞ
れの画素は同一レベルで駆動され、この発明の課題であ
る色彩のむらの発生を防ぎ、画像表示の品質を高めるこ
とのできる液晶表示装置の駆動方法が得られる。
【００１４】以下、この発明について詳述する。
【００１５】請求項１に記載する液晶表示装置の駆動方
法は、液晶表示パネルと、電圧発生手段とを含んでなる
液晶表示装置の駆動方法であって、該液晶表示パネル
は、マトリクス状に配列された複数桁の画素を表示する
液晶表示パネルである。該電圧発生手段は、複数の電圧
レベルを出力する複数の出力端を含んでなり、該電圧発
生手段のそれぞれの出力端は複数の駆動素子に接続し、
かつ該複数の駆動素子は、それぞれボルテージ・フォロ
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ワと、及びスイッチング素子を具え、該スイッチング素
子の一端が該ボルテージ・フォロワの入力端か、もしく
は出力端に選択的に接続すると共に、該スイッチング素
子の他端が該駆動素子の出力端に接続し、かつ該電圧発
生手段の同一出力端に接続する複数の駆動素子のボルテ
ージ・フォロワの出力端が同一の導線に接続される。ま
た、該液晶表示装置の駆動方法は、該駆動素子の出力電
圧が電圧発生手段と、該駆動素子に接続する出力端の電
圧レベルとに向かって駆動されるステップと、該スイッ
チング素子の一端が該ボルテージ・フォロワの入力端に
接続され、該駆動素子の出力電圧が該電圧発生手段の同
一出力端に接続する複数の駆動素子の出力端の平均レベ
ルに向かって駆動されるステップとを含む。
【００１６】請求項２に記載する液晶表示装置の駆動方
法は、請求項１におけるボルテージ・フォロワが別途演
算増幅器を含む。
【００１７】請求項３に記載する液晶表示装置の駆動方
法は、請求項１におけるボルテージ・フォロワが、別途
演算相互コンダクタンス増幅器を含む。
【００１８】請求項４記載する液晶表示装置の駆動方法
は、請求項１におけるスイッチング素子の一端が、先に
該ボルテージ・フォロワの出力端に接続し、次いで、該
ボルテージ・フォロワの入力端に接続する。
【００１９】請求項５に記載する液晶表示装置の駆動方
法は、請求項１における電圧発生手段の同一出力端に接
続する複数の駆動素子によって、該液晶表示パネル上の
同一桁における同一目的レベルを有するそれぞれの画素
を駆動する。
【００２０】請求項６記載する液晶表示装置の駆動方法
は、請求項１における電圧発生手段の出力端の電圧レベ
ルが分圧回路によって発生する。
【００２１】請求項７記載する液晶表示装置の駆動方法
は、液晶表示パネルと、電圧発生手段とを含んでなる液
晶表示装置の駆動方法であって、該液晶表示パネルは、
マトリックス状に配列された複数行の画素を表示する液
晶表示パネルである。該電圧発生手段は、複数の電圧レ
ベルを出力する複数の出力端を含んでなり、該電圧発生
手段のそれぞれの出力端は複数の駆動素子に接続し、か
つそれぞれの駆動素子は、演算増幅器とスイッチング素
子とを具え、該スイッチング素子の一端が該演算増幅器
の入力端か、もしくは出力端に選択的に接続するととも
に、該スイッチング素子の他端が該駆動素子の出力端に
接続される。また、該駆動方法は、該スイッチング素子
の一端が該演算増幅器の出力端に接続し、該駆動素子の
出力電圧が該電圧発生手段と、及び該駆動素子に接続す
る出力端の電圧レベルに向かって駆動されるステップ
と、該スイッチング素子の一端が該演算増幅器の入力端
に接続し、該駆動素子の出力電圧が、更に該駆動素子に
接続する該電圧発生手段の出力端の電圧レベルに向かっ
て駆動されるステップとを含む。
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【００２２】請求項８に記載する液晶表示装置の駆動方
法は、請求項７にけるスイッチング素子の一端が先に該
演算増幅器の出力端に接続し、次いで、該演算増幅器の
入力端に接続される。
【００２３】請求項９に記載する液晶表示装置の駆動方
法は、請求項７における電圧発生手段の出力端の電圧レ
ベルが分圧回路によって発生する。
【００２４】請求項１０に記載する液晶表示装置の駆動
方法は、液晶表示パネルと電圧発生手段とを含んでなる
液晶表示装置の駆動方法であって、該液晶表示パネル
は、マトリックス状に配列された複数桁の画素を表示す
る液晶表示パネルである。該電圧発生手段は、複数の電
圧レベルを出力する複数の出力端を含んでなり、該電圧
発生手段のそれぞれの出力端は複数の駆動素子に接続
し、かつそれぞれの駆動素子は演算相互コンダクタンス
増幅器と、及びスイッチング素子とを具え、該スイッチ
ング素子の一端は該演算相互コンダクタンス増幅器の入
力端か、もしくは出力端に選択的に接続するとともに、
該スイッチング素子の他端が該駆動素子の出力端に接続
する。また、該駆動方法は、該スイッチング素子の一端
が該演算相互コンダクタンス増幅器の出力端に接続し
て、該駆動素子の出力電圧が該電圧発生手段と該駆動素
子に接続する出力端の電圧レベルに向かって駆動される
ステップと、該スイッチング素子の一端が該演算相互コ
ンダクタンス増幅器の入力端に接続し、該駆動素子の出
力電圧が、更に該電圧発生手段の該駆動素子に接続する
出力端の電圧レベルに向かって駆動されるステップとを
含む。
【００２５】請求項１１に記載する液晶表示装置の駆動
方法は、請求項１０におけるスイッチング装置の一端
が、先に該演算相互コンダクタンス増幅器の出力端に接
続し、次いで該演算相互コンダクタンス増幅器の入力端
に接続される。
【００２６】請求項１２記載する液晶表示装置の駆動方
法は、請求項１おける電圧発生手段の出力端の電圧レベ
ルが分圧回路によって発生する。
【００２７】
【発明の実施の形態】この発明は、液晶表示装置におけ
る画素の同一桁に配列される画素が同一目的レベルを有
し、かつそれぞれの画素が一致した階調で表示される方
法を提供するものであって、該液晶表示パネルはマトリ
クス状に配列された複数桁の画素を表示する液晶表示パ
ネルと、複数の電圧レベルを出力する複数の出力端を含
んでなる電圧発生手段とを含んでなる。かかる液晶表示
装置の駆動方法について、その特徴を詳述するために具
体的な実施例を挙げ、図示を参照にし以下に説明する。
【００２８】
【実施例】この発明の好ましい実施例について、図１、
図２、及び図３を参照して説明する。図３は、この発明
による演算増幅器回路６０の構造に係る説明図である。
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該演算増幅器回路６０は、図２に開示する従来の演算増
幅器回路３７の代替となるものであって、ボルテージ・
フォロワを構成する複数の演算増幅器６２か、もしくは
演算相互コンダクタンス増幅器（OTA）と、及び電流ル
ートを制御する複数のスイッチング素子６４とを含む。
【００２９】第２駆動回路１８が水平同期信号３２に基
づいて第２導線２６にパルスを出力すると、同一の第２
導線２６に電気的に接続するすべての薄膜トランジスタ
２８が通電状態となる。次いで、第1駆動回路１６は、
表示データ３６に基づいて表示データ３６に基づいて第
1導線２４のDL1、DL2、DL3…DLnに電圧Ｖ1の信号を出力
し、対応する階調値を発生させなければならない。この
場合、スイッチング素子６４によって両端ターミナルＳ
１、Ｓ２を通電状態にし、演算増幅器６２を介して電圧
Ｖ1でキャパシタンス３０を駆動する。但し、異なる演
算増幅器６２は、回路特性がそれぞれ異なるため、出力
電圧によって発生するバイアス値も異なる。よって、第
1導線２４のDL1、DL2、DL3…DLnの電圧は、演算増幅器
６２の影響を受けて異なるバイアス値を発生させる。し
たがって、第1導線２４のDL1、DL2、DL3…DLnに対応す
るキャパシタンス３０は、それぞれ異なる電圧差によっ
て、保存される。
【００３０】次いで、スイッチング素子６４が両端ター
ミナルS1、S3を通電状態にし、電流ルートを変更する。
よって、電圧V1は演算増幅器６２を介したキャパシタン
ス３０の駆動を中止する。但し、スイッチング素子６４
が両端ターミナルS1、S3を通電状態にし、それぞれのキ
ャパシタンス３０を同一の導線６６に電気的に接続させ
るため、それぞれのキャパシタンス３０は、導線６６を
介して高速で平衡状態に達し、かつ、それぞれのキャパ
シタンス３０は同一電位差になる。
【００３１】例を挙げると、先ずスイッチング素子６４
を介して両端ターミナルS1、S2を接続する。電圧値V1が
5Ｖとした場合、第1導線２４のDL1、DL2、DL3…DLnの電
圧は、演算増幅器６２によって形成されたボルテージ・
フォロワを介して、瞬時に電圧値が5Ｖに向かう。但
し、第1導線２４のDL1、DL2、DL3…DLnの電圧は、異な
る演算増幅器６２によって、異なるバイアス値が発生す
るため、DL1、DL2、DL3…DLnの電圧は、それぞれ4.8
Ｖ、5.1Ｖ、4.7Ｖ…4.9Ｖとなる。この場合、スイッチ
ング素子６４は、両端ターミナルS1、S3を接続する。第
1導線２４のDL1、DL2、DL3…DLnは、いずれも両端ター
ミナルS1、S3を介して同一の導線６６に電気的に接続す
るため、第1導線２４のDL1、DL2、DL3…DLnの電圧が該
導線６６を介して瞬時に平均電圧値を発生させる。即
ち、DL1、DL2、DL3…DLnの電圧は、本来それぞれ4.8
Ｖ、5.1Ｖ、4.7Ｖ…4.9Ｖであるが、導線６６の導電に
よって、DL1、DL2、DL3…DLnは、平均電圧を達成する。
【００３２】この発明は、スイッチング素子によってボ
ルテージ・フォロワの出力端を接続し、分圧回路によっ
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て発生する目的レベルで、液晶表示パネル上の同一桁に
おいて同一目的レベルを有するそれぞれの画素を駆動す
る。この場合、それぞれの画素を駆動する駆動素子の出
力端レベルと、目的レベルとの間に異なる誤差を有する
が、最終的にスイッチンッグ素子によってボルテージ・
フォロワの出力端を接続し、かつ対応する駆動素子の出
力端をいずれも同一導線に接続するため、本来それぞれ
の画素を駆動する駆動素子の異なる出力端レベルは、導
線による瞬時の導電によって同一レベルを達成する。該
レベルはそれぞれの画素を駆動する駆動素子の異なる出
力端レベルの平均値である。該レベルと目的レベルとは
必ずしも等しくなるとは限らない。但し、同一桁におい
て、あらかじめ同一の目的レベルで駆動するように設定
された画素は、この発明による駆動素子で駆動される
と、それぞれの画素は同一レベルで駆動される。よっ
て、従来の技術に見られるように画素のレベルの不均衡
による画面の色彩表示のむらが発生することなく、画像
表示の品質が改善される。
【００３３】以上はこの発明の好ましい実施例であっ
て、この発明の実施の範囲を限定するものではない。よ
って、当業者のなし得る修正、もしくは変更であって、
この発明の精神の下においてなされ、この発明に対して
均等の効果を有するものは、いずれもこの発明の特許請
求の範囲に属するものとする。
【００３４】
【発明の効果】この発明によれば、液晶表示装置の同一
桁の画素が同様の目的レベルを有し、かつそれぞれの画
素の階調が一致して画面に画像を表示するため、色彩の
むらの発生を防ぎ、画像表示の品質を高めることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来の薄膜トランジスタ液晶表示器の構造を表
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す説明図である。
【図２】図1に開示する演算増幅器回路の駆動状態を表
す説明図である。
【図３】この発明による演算増幅器回路の構造を表わす
説明図である。
【符号の説明】
１０          薄膜トランジスタ液晶表示装置
１２          液晶表示パネル
１４          制御回路
１６          第１駆動回路
１８          第２駆動回路
２０          第１電圧発生手段
２２          第２電圧発生手段
２４          第１導線
２６          第２導線
２８          薄膜トランジスタ
３０          キャパシタンス
３２          水平同期信号
３４          垂直同期信号
３６          表示データ
３７          演算増幅器回路
３８、３９、４０、４１、４２、４３          薄膜ト
ランジスタ
４４、４５、４６、４７、４８、４９          演算増
幅器
５０、５１、５２、５３、５４、５５          キャパ
シタンス
６０          演算増幅器回路
６２          演算増幅器
６４          スイッチング素子
６６          導線

【図１】 【図２】
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及电压产生单元的每个输出端输出多个电压电平。 连接到多个驱动元
件，该驱动元件包括电压跟随器和开关元件，该开关元件的一端连接到
电压跟随器的输入端或输出端，另一端是驱动元件。 连接到电压发生装
置的相同输出端子的多个驱动元件中的相同导体连接。 该方法包括以下
步骤：将驱动元件的输出电压朝着电压产生装置和连接到驱动元件的输
出端子的电压电平驱动，以及将开关元件的一端连接到电压跟随器的输
入端子。 并且将驱动元件的输出电压驱动到与电压产生装置的相同输出
端子相连的驱动元件的输出端子的平均电平。
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